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平成２９年度学校評価（生徒・保護者アンケート） 
今年度、本校は以下のような学校経営計画に基づき教育活動を進めてまいりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、「確かな学力」と「生きる力」の育成を柱とし、以下のような取組を実践してきました。 

（１）「明るい挨拶」「きれいな学校」を推進しました。 

（２）基本的な生活習慣の徹底。規律正しい生活と授業づくりを推進しました。 

（３）ＱＵを活用して個々の生徒の特性を理解するとともに、居心地の良いクラス（人間関係）づく

りを実践しました。 

（４）教育相談や道徳の授業、アンケート調査、生徒観察、スクールカウンセラーの活用、家庭との

連携等、いじめの未然防止・早期対応に努めました。 

（５）ソチオリンピック・フリースタイルハーフパイプ日本代表の津田健太朗選手を講師としてお

招きしてご講演いただくなど、オリンピック・パラリンピック教育を推進しました。 

（６）基礎学力の定着及び学力の向上に重点を置いた取組を推進しました。 

①全学年の数学と２・３年生の英語において、習熟度別少人数指導を実施しました。 

②理科と保健体育においてＴＴ指導を実施しました。 

③特別支援教育の視点からユニバーサルデザイン授業（すべての子供たちが「分かる」「できる」

授業づくり）について研修を深め、実践しました。 

④研究授業を行い、教員同士が授業を見合って研修を深め、授業改善に生かしました。 

⑤学校支援員を活用して、学び直しや主体的な学習習慣の構築を目的とした放課後学習教室を

週２日開設しました。 

⑥アンケート調査によって家庭学習の実態を把握し、家庭学習を定着させるために、教科ごとに

課題の工夫や勉強方法の助言などの取組をしました。 

 

昨年の１２月に実施いたしました生徒及び保護者アンケートの結果をご報告いたします。 

各質問項目について、「そう思う」「大体そう思う」「あまりそう思わない」「全く思わない」の４段

階で評価していただきました。そして、「そう思う」と「大体そう思う」を合計した数値を『良好な

評価』の度合いとして捉えました。９０％以上を『良好』な状況、８０％以上を『概ね良好ではある

が目標にはまだ到達していない』、８０％未満は『改善が必要』と考えています。 

また、昨年度のアンケート結果との比較もしています。（ ）の数値が平成２８年度の数値です。 

 『よく学び、よく考え、元気に、実践する』 

教育目標 

 

①夢や希望を育むことのできる学校 
②安心して、安全に生活できる学校 
③生き生きと自己実現できる学校 
④生徒にとって楽しい学校 

 

①十中生であることを誇りに思える生

徒 
②真面目さや正義を大切にできる生徒 
③将来に夢を描き、努力できる生徒 
④意欲的・積極的に取り組む生徒 
⑤友達と分かち合い、支え合える生徒 

 

①高い人権意識をもち、人権教育を推

進する教職員 
②真摯に研修に励み、教育に力を注ぐ

教職員 
③保護者・地域・関係機関との連携を

深める教職員 

めざす学校像 めざす生徒像 めざす教職員像 
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生徒 91％（88％）、保護者 97％（95％）でした。 

授業規律とは、チャイム前着席、挨拶、授業態

度、忘れ物等です。落ち着いた雰囲気で授業が

行われているところは評価できますが、さらに

主体的に取り組む姿勢を育てていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 93％（95％）、保護者 75％（81％）でした。 

ユニバーサルデザインの視点での「分かる」「で

きる」授業改善を進めています。学校公開やお

便り、ＨＰ等を通して、保護者や地域の皆様に

も発信していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 93％（90％）、保護者 76％（72％）でした。 

ＴＴ指導の利点は個別指導の充実です。いろい

ろな場面で生徒一人の能力や学習状況を的確

に把握し、指導に生かしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 92％（93％）、保護者 91％（89％）でした。 

いじめ防止や円滑な友達関係、豊かな心の育成

等の視点から、道徳の授業を重視しています。 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 91％（93％）、保護者 83％（84％）でした。 

基礎学力の定着を重視していますが、習熟度別

少人数指導等においては、発展的な学習内容や

学習量も意識して、生徒の学力を伸ばす指導を

心がけていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 81％（62％）、保護者 73％（65％）でした。 

習熟度別少人数指導の利点は生徒の能力や習

熟度に応じた指導の充実です。クラス編成や学

習形態、進度、課題等について工夫改善を進め

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 90％（91％）、保護者 81％（77％）でした。 

適正な評価を行うため、学習指導要領及び生徒

の状況に基づく評価規準を設定して評価を行

っていますが、保護者の皆様にも分かりやすく

お伝えして信頼度の高い評価としていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 60％（65％）、保護者 32％（38％）でした。 

生徒の特性や潜在能力を伸ばす上では意義が

あります。学校便り等で募集しています。 
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生徒 79％（90％）、保護者 83％（80％）でした。 

放課後学習教室や部活動、研修会・講演会講師

等で学校外部の方々にご支援をいただきまし

た。地域でご協力いただける方がいらっしゃい

ましたらご紹介ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 95％（94％）、保護者 92％（92％）でした。 

「きれいな学校」も本校の伝統でしっかりと根

付いています。特に机の整頓など整った教室環

境は生徒の良い学習環境をつくっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 89％（88％）、保護者 92％（92％）でした。 

生徒一人一人にとって、円滑な友達や教員との

関係、居心地の良い学級づくり、活躍の場の設

定、「分かる」「できる」授業づくり等、学校生

活を充実したものにしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 88％（89％）、保護者 76％（78％）でした。 

集団生活は一人一人が役割を果たして成り立

っています。やりがいのある活動にします。 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 93％（92％）、保護者 88％（88％）でした 

「明るい挨拶」は本校の伝統でしっかりと根付

いていますが、やや個人差があります。また、

校内にとどまらず、「明るい挨拶」を地域に広げ

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 94％（96％）、保護者 91％（89％）でした。 

「時間を守る」ことは教員が率先して行ってい

ます。チャイム前着席が定着しており、休み時

間中に授業の準備を整え、チャイムと同時に授

業を始めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 88％（88％）、保護者 91％（88％）でした。 

特別活動社会性や人間性を育成する上で重要

な役割を果たしています。学習以外の場面で輝

いている生徒もたくさんいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 87％（73％）、保護者 82％（79％）でした。 

部活動で輝いている生徒もたくさんいます。 

外部指導員も活用して充実させていきます。 
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生徒 58％（71％）、保護者 50％（58％）でした。 

生徒会が精力的に活動していますが、一部の生

徒に限られているのが現状です。ボランティア

は自発的な活動が基本ですので、ボランティア

精神を醸成していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 86％（91％）、保護者 86％（87％）でした。 

地域防災スクールや救命講習等、防災教育を重

視しています。今年度、青少対・スクールコミ

ュニティ協議会・自治会と連携して地域防災会

議を実施し、避難所運営について検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 70％（71％）、保護者 64％（64％）でした。 

学校と家庭との情報共有はとても大切です。必

要に応じて電話等により連絡を密にするとと

もに、不足するところは学校便り、学年便り、

学級便り等で発信して補っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者 90％（84％）でした。 

一人一役の活動等により教育活動を支えてい

ただいています。ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 68％（75％）、保護者 40％（48％）でした。 

ボランティア活動と同様に生徒会が精力的に

活動していますが、全校には広がっていません。

国史跡武蔵府中熊野神社古墳の学習等、地域

「ふるさと」を大切にする心を育てていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 65％（63％）、保護者 57％（51％）でした。 

学習計画表や各教科の宿題等の取組を行いま

したが、期待値８０％には至らず課題として継

続します。スマホの使用時間等とのバランスも

考慮して生活設計する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 85％（87％）、保護者 90％（85％）でした。 

概ね良好な関係が築けていると思いますが、生

徒や保護者の皆様にご心配をおかけするよう

な対応もありました。丁寧な対応で生徒理解に

努めていきます。 

 

 

アンケートにご協力ありがとうございまし

た。この結果を、今後の教育活動に生かしてい

きたいと思います。また、学校公開や学校行事

の際に受付にご用意してありますアンケート

にもご協力ください。 

学校評価アンケート及びＳＮＳアンケート、

授業改善推進プラン等についても学校ホーム

ページで公開しています。 

ご覧ください。 


